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大
字
仮
名
作
品
に
お
け
る
「
割
り
書
き
」
の
展
開

石　
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本
作
は
、
大
字
仮
名
に
「
割
り
書
き
」
を
取
り
入
れ
て
制
作
し
た
作
品
で
あ

る
。

　

昨
年
、『
大
東
書
道
研
究
』
第
三
十
号
に
お
い
て
、『「
元
永
本
古
今
和
歌
集
」

に
お
け
る
割
り
書
き
に
つ
い
て
の
一
考
察
』
を
執
筆
し
た
。
そ
の
際
に
、
割
り

書
き
を
取
り
入
れ
た
大
字
仮
名
作
品
（
半
切
）
を
試
作
し
た
た
め
、
以
後
、
割

り
書
き
を
取
り
入
れ
た
大
字
仮
名
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
こ

こ
で
は
、
読
売
書
法
展
で
発
表
し
た
作
品
と
こ
の
制
作
論
の
た
め
に
書
い
た
新

作
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

「
元
永
本
古
今
和
歌
集
」
に
は
、
全
部
で
二
十
二
首
の
割
り
書
き
が
あ
り
、

大
別
す
る
と
、

Ⓐ
歌
一
首
一
行
書
き
の
途
中
や
末
尾
に
二
行
で
小
さ
く
書
く
も
の
（
五
首
）

Ⓑ
歌
一
首
二
行
書
き
で
二
行
目
の
末
尾
も
し
く
は
末
尾
直
前
に
二
行
で
小
さ
く

書
く
も
の（

１
）（

十
七
首
）

の
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
上
冊
】

巻
第
一い

ろ
も
か
も
お
な
じ
む
か
し　

に
さ
く
ら
め
ど
と
し
ふ
る
人
ぞ
あ
ら
た

ま
り
け
る
…
Ⓐ

57

【
下
冊
】

巻
第
十
一

か
ゞ
り
火
に
あ
ら
ぬ
も
の
か
ら
な
ぞ
も

か
く
な
み
だ
の
か
は
に
う
き
て
も
ゆ

ら
ん
…
Ⓑ

５２９

　

こ
の
特
殊
な
割
り
書
き
は
、
同
筆
で
あ
る
「
巻
子
本
古
今
和
歌
集
」、「
筋

切
・
通
切
」
で
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
富
岡
美
術
館
蔵
の
「
巻
子
本
古
今
和
歌
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集
」
断
簡
に
は
、

巻
第
十
九

人
こ
ふ
る
こ
と
を
お
も
に
と
お
も
ひ
て
も

あ
ふ
ご
な
き
こ
そ

わ
び
し
か
り
けれ

…
Ⓒ	

１０５８

の
よ
う
に
、
Ⓐ
と
Ⓑ
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
Ⓒ
の
割
り
書
き
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
『
大
東
書
道
研
究
』
第
三
十
号
に
お
い
て
は
、
Ⓐ
の
割
り
書
き
作
品
を
制
作

し
た
の
で
、
今
回
は
、
Ⓑ
の
割
り
書
き
を
基
本
と
し
、
制
作
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

一
作
目
は
、
第
三
十
九
回
読
売
書
法
展
に
出
品
し
た
作
品
で
あ
る
。
現
存
す

る
割
り
書
き
は
、
藤
原
定
実
筆
の
「
元
永
本
古
今
和
歌
集
」・「
巻
子
本
古
今
和

歌
集
」・「
筋
切
・
通
切
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
書
写
内
容
は
『
古
今
和
歌

集
』
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
、
あ
え
て
割
り
書
き
の
な
い
、
近
代

歌
人
の
歌
で
制
作
す
る
こ
と
に
し
た
。
私
は
愛
媛
県
の
松
山
出
身
な
の
で
、
正

岡
子
規
や
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
短
歌
・
俳
句
を
書
く
こ
と
が
多
い
。
今
回
は
、
伊
藤

左
千
夫
の
歌
一
首
を
選
ん
だ
。
こ
の
歌
は
、
明
治
三
十
三
年
、
正
岡
子
規
が
主

宰
す
る
歌
会
「
報
東
東
幾
数
（
ほ
と
と
ぎ
す
）
の
巻
抄
」
に
出
詠
さ
れ
た
歌（

２
）で

、

曾
我
蕭
白
の
研
究
の
嚆
矢
で
あ
る
桃
澤
茂
春（

３
）（

如
水
）
が
幹
事
を
務
め
た
際
に

寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
詠
草
集
が
桃
澤
家
に
現
存
し
て
い
る
。
東
京

文
化
財
研
究
所
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、
偶
然
同
僚
に
桃
澤
茂
春
の
子
孫
の
方
が

い
た
こ
と
も
あ
り
、
桃
澤
茂
春
が
前
述
の
幹
事
を
務
め
た
際
に
詠
ん
だ
歌
を
書

い
て
発
表
し
た
こ
と
も
あ
る（

４
）。

そ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
、
こ
の
歌
を
書
く
こ

と
に
し
た
。
紙
は
公
募
展
の
た
め
、
二
尺
×
八
尺
の
素
紙
を
使
用
し
た
。
な
る

べ
く
漢
字
表
記
の
部
分
は
そ
の
ま
ま
活
か
し
つ
つ
、
二
行
で
小
さ
く
書
く
部
分

を
定
め
て
い
っ
た
。「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
「
報
東
東
幾
数
」
に
す
る
な
ど
色
々

試
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、
一
行
目
を
短
く
し
て
余
白
を
作
り
、
そ
の
余
白
に

あ
わ
せ
て
、「
露
の
上
に
月
照
る
宵
を
鳴
く
」
を
二
行
に
し
、
割
り
書
き
部
分

が
分
か
り
や
す
く
、
変
化
に
富
む
よ
う
に
し
た
。
全
体
的
に
草
仮
名
を
多
く
使

用
し
、
古
筆
に
は
無
い
タ
イ
プ
の
割
り
書
き
作
品
を
試
み
た
。

雨
晴
れ
て

庭
の
青
葉
の
露
の
上
に
月　

照
る
宵
を
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す

【
出
典
】

『
伊
藤
左
千
夫
全
短
歌
』
伊
藤
左
千
夫　

岩
波
書
店

二
二
五
×
五
三
㎝
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二
作
目
は
、
一
作
目
よ
り
も
古
筆
に
忠
実
な
Ⓑ
の
割
り
書
き
を
目
指
す
こ
と

に
し
た
。
そ
の
た
め
、『
大
東
書
道
研
究
』
第
三
十
号
の
作
品
と
同
様
に
半
切

を
使
用
し
た
。
選
歌
に
お
い
て
は
、
一
作
目
と
同
じ
く
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
長
塚
節

の
歌
一
首
を
選
ん
だ
。
こ
の
歌
は
、
大
東
文
化
大
学
で
教
授
を
務
め
ら
れ
た
今

関
脩
竹
先
生
が
、
昭
和
六
十
三
年
の
日
展
で
大
字
仮
名
作
品
と
し
て
発
表
し
て

お
り
、
い
つ
か
は
書
い
て
み
た
い
と
い
う
憧
れ
か
ら
、
こ
の
歌
を
書
く
こ
と
に

し
た
。「
馬
追
蟲
（
う
ま
お
ひ
）」・「
髭
」
は
、
こ
の
作
品
の
見
せ
場
と
な
る
部

分
な
の
で
漢
字
表
記
の
ま
ま
書
き
、
二
行
目
の
末
尾
を
二
行
で
小
さ
く
書
く
こ

と
に
よ
り
行
を
短
縮
で
き
る
の
で
、「
秋
は
」
を
二
行
目
の
頭
に
持
っ
て
く
る

こ
と
に
し
た
。
末
尾
は
「
み
る
べ
し
」
な
の
で
、「
み
る
べ
」
を
三
字
連
綿
に

し
、「
し
」
と
隣
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
作
品
下
部
が
す
っ
き
り
見
え
る

よ
う
に
し
た
。
割
り
書
き
の
淡
墨
作
品
は
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
斬
新
さ
を

求
め
て
淡
墨
を
使
用
し
た
。

Ⓐ
の
割
り
書
き
に
比
べ
、
Ⓑ
の
割
り
書
き
は
一
行
多
い
た
め
、
紙
面
が
狭
く

見
え
て
し
ま
う
が
、
二
行
で
小
さ
く
書
く
部
分
を
何
文
字
に
し
、
ど
こ
に
配
置

す
る
か
、
い
か
に
縦
の
流
れ
を
出
す
か
が
、
狭
く
感
じ
さ
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
た
。
割
り
書
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
を
短
縮
で
き
る
点
は
、
Ⓐ
・
Ⓑ

と
も
に
共
通
す
る
利
点
で
あ
り
、
色
々
な
展
開
が
期
待
で
き
る
。

　

二
〇
二
三
年
度
、
大
東
文
化
大
学
は
創
立
百
周
年
を
迎
え
、
来
年
度
は
、
書

道
学
科
創
立
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
。
創
立
か
ら
の
軸
で
あ
る
書
学
と
書
作
の

両
立
は
容
易
で
は
な
い
が
、
今
後
も
書
学
に
根
差
し
た
作
品
制
作
に
取
り
組
め

る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
。

【
注
】

（
１
）『
飯
島
春
敬
全
集
』
第
七
巻
平
安
五
で
は
、
Ⓐ
の
み
を
割
字
書
と
し
て

記
載
し
、
Ⓑ
に
つ
い
て
は
一
つ
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
春
名
好
重
氏

の
『
古
筆
大
辞
典
』・『
古
筆
辞
典
』・『
古
筆
の
鑑
賞
』
も
同
様
。

（
２
）
新
聞
『
日
本
』
明
治
三
十
三
年
七
月
に
発
表
。「
出
詠
者
、
選
者
い
ず

れ
も
十
四
人
、
十
四
首
宛
を
選
み
て
秀
真
高
点
な
り
。」
と
あ
り
、
左

千
夫
の
歌
は
六
点
中
、
三
点
の
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
子
規
庵
で
最
初

の
歌
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日
。
歌
会

の
記
事
は
「
短
歌
小
会
」（
明
治
三
十
二
年
七
月
二
日
）
以
後
、
新
聞

『
日
本
』
に
発
表
さ
れ
、「
十
月
短
歌
会
」
ま
で
は
子
規
庵
で
開
か
れ
た
。

「
報
東
東
幾
数
（
ほ
と
と
ぎ
す
）
の
巻
抄
」
は
郵
便
歌
会
で
、
兼
題
で

あ
る
「
時
鳥
」
に
つ
い
て
会
員
が
幹
事
宛
て
に
出
詠
し
、
幹
事
は
詠
草

集
を
作
成
し
て
会
員
に
回
覧
、
互
選
し
て
集
計
後
一
位
の
人
が
そ
の
詠

草
集
を
貰
え
る
と
い
う
仕
組
み
。
桃
澤
茂
春
に
よ
る
明
治
三
十
三
年
の

日
記
『
庚
子
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
六
月
八
日
に
「
左
千
夫
、
秀
真
両
君

に
時
鳥
の
催
促
の
端
書
を
送
る
。」、
翌
九
日
に
は
「
左
千
夫
君
よ
り
時

鳥
の
歌
来
り
、
秀
真
君
よ
り
端
書
来
る
。」
と
あ
り
、
茂
春
が
幹
事
を
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務
め
た
際
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
一
八
七
三
年
（
明
治
六
年
）
～
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九
年
）。
本

名
は
重
治
（
し
げ
は
る
）。
雅
号
は
如
水
（
に
ょ
す
い
）・
桃
画
史
〔
画

名
〕、
茂
春
（
も
し
ゅ
ん
）〔
歌
名
〕、
三
六
〔
筆
名
〕、
子
脩
、
仙
果
な

ど
が
あ
る
。
長
野
県
上
伊
那
郡
飯
島
町
本
郷
出
身
。
橋
本
雅
邦
門
下
の

日
本
画
家
で
あ
り
な
が
ら
、
正
岡
子
規
直
門
の
歌
人
。
先
祖
に
は
二
条

派
宗
匠
の
ち
に
桂
園
派
の
桃
澤
夢
宅
が
お
り
、
茂
春
は
そ
の
五
世
の
孫

に
あ
た
る
。
明
治
三
十
六
年
に
病
気
回
復
の
た
め
伊
勢
に
渡
り
、
そ
れ

以
降
、
伊
勢
に
お
け
る
曾
我
蕭
白
の
逸
事
を
蒐
集
す
る
。
明
治
三
十
九

年
、
日
本
美
術
院
『
日
本
美
術
』
八
十
五
号
・
八
十
六
号
・
八
十
八
号

の
三
回
に
わ
た
っ
て
、
三
六
の
筆
名
で
『
曾
我
蕭
白
』
を
連
載
。
近
年
、

曾
我
蕭
白
の
人
気
が
高
ま
り
、
関
連
す
る
展
覧
会
が
多
く
開
催
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
曾
我
蕭
白
研
究
の
祖
述
家
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
新
聞
『
日
本
』
の
篆
刻
募
集
に
六
回
入
選
し
、『
日
本
印

譜
』
に
は
、「
碧
梧
翠
竹
」・「
雲
破
月
来
池
」
の
印
譜
が
収
録
さ
れ
て

お
り
、
河
合
筌
盧
・
五
世
濱
村
蔵
六
の
批
評
が
記
さ
れ
て
い
る
。
茂
春

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
正
岡
子
規
直
門
桃
澤
茂
春
実
暦
』（
橋

本
俊
明
著
・
い
り
の
舎
）
が
詳
し
い
。

（
４
）「
朝
雨
は
ゆ
ふ
べ
に
霽
れ
て
篁
の
濡
れ
葉
の
月
に
鳴
く
時
鳥
」
こ
の
茂

春
の
歌
は
、
六
点
中
、
四
点
の
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
第
四
十
九
回
藍

筍
会
書
作
展
（
二
○
一
二
年
）
に
色
紙
の
作
品
と
し
て
出
品
し
た
。
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馬
追
蟲
の
髭
の
そ
よ
ろ
に
來
る

秋
は
ま
な
こ
を
閉
ぢ
て
想
ひ
み
る
べ

し　
　

【
出
典
】

『
長
塚
節
歌
集
』
斎
藤
茂
吉
選　

岩
波
文
庫
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